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本稿では，各種センサから観測される現実世界の様々な情報データを，グリッドの有する相互認証とRSS
（Really Simple Syndication）による標準データフォーマットを利用した情報配信システム，MARS
（Mutual Authentication RSS，相互認証を基盤とする未来型 RSS 配信システム）の開発について述
べた．

近年のユビキタス・コンピューティングに代表されるように，センサ・ネットワークへの需要は年々高まっ

ている．センサ・ネットワークの今後の発展を考慮すると，センサは今後ますます，小型・省電力・多様化

することが考えられ，個人レベルでの利用形態が想定される．個人で利用するセンサ情報は，機密性が高

く，強固なセキュリティと認証を考慮する必要がある．また，多くのユーザがセンサを利用することから，

各センサ・リソースへの認可と利便性の高い利用形態を考慮する必要がある．そこで，近年，科学技術計

算分野を中心に発展してきた，グリッド（グリッド・コンピューティング）の認証基盤を利用することを

考えた．グリッドの認証基盤を利用することで，強固な暗号化，第 3者認証局による相互認証，リソース
やユーザ単位の認可，一度の認証で組織間をまたいだリソースの利用（SSO：Single Sign-On）などが実
現する．そして，Webサービスを基盤とする新たなグリッドの利用形態として，WSRF（WS-Resource
Framework）とWSN（WS-Notification）に基づくメッセージ通知を利用したプッシュ型 RSS配信で，
効果的なセンサ・リソースの配信を実現する．また，グリッド上のWebサービス間のデータフォーマッ
トとして，既存の RSSフォーマットを利用することで，Webサービス間で統一的にかつ容易にセンサ・
リソースの利用が期待できる．グリッドの相互認証を基盤とし，RSSフォーマットによるデータ表現に
より，今までに無かった有益なサービスを創生する，新たなセンサ・プラットフォームを構築すること

を目的とする．

1 はじめに

コンピュータやセンサの小型・省電力化，高速イ

ンターネット網や ZigBee，WiMAXといった無線
技術の普及，携帯端末や RFIDなど新たなデバイ
スの技術革新などに伴い，我々が生活する環境に

は様々な情報機器群が存在するようになった．こ

のような背景を基に，近年ではユビキタス・コン

ピューティングやウェアラブル・コンピューティン

グ，モバイル・コンピューティングといった，情報

機器群（センサ群）をネットワークを介して連携さ

せ，有益なサービスを提供する構想（センサ・ネッ

トワーク）が生まれている．現在までに，多くの

研究機関や組織，プロジェクト等で検証実験や実

運用がなされてきた．

従来のセンサ・ネットワーク利用形態の多くは，

データの機密性保持のため，センサ情報を提供す

る側と，享受する側は閉ざされた同一組織内に限

られてきた．センサ情報が異なる組織間にまたが

る際は，センサ情報が広く公に公開されることが

前提か，もしくはユーザ IDとパスワードを利用し
たベーシック認証や，独自プロトコルが用いられ

る．しかし，従来のベーシック認証では，セキュ

リティ上の信頼性が乏しく，サイトごとに管理を

行うため，利便性に乏しく，独自プロトコルを利

用する際は，組織間をまたいだ利用が困難となる．

センサの小型・省電力・多様化に伴うセンサ・ネッ

トワークの今後の発展を考えると，より多くのセ

ンサ群が広域ネットワーク上に配置され，複数組

織間での利用形態が進むことが考えられる．また，

今までは限られた企業や組織間でのみ利用されて

きたセンサ群が，今後は個人レベルに至るまで利

用されるようになり，様々なセンサ・アプリケー

ションが開発・利用され，より一層のセキュアか

つ透過的な利用形態が望まれると考えられる．

このように，組織間をまたいでセキュアに情報

配信を行い，かつ利便性の高いプラットフォームを



考えた際に，広域ネットワーク上に接続されたあら

ゆる資源（CPU，メモリ，ストレージ，センサな
ど）を，仮想的に統合利用するグリッド 1) の利用

が挙げられる．グリッドの利用形態は，リソースを

提供する側と利用する側が，異なる組織間に存在

しており，提供・利用する側の相互認証と強固な通

信の暗号化，利便性の高い SSO（Single Sign-On）
が基盤となる．そして，従来のWeb利用形態のよ
うにサイトごとではなく，リソースやユーザごと

に利用権限の認可が行われ，様々なアプリケーショ

ン・サービスがセキュアかつ透過的に利用される．

また，近年グリッドの新たな利用形態として，

サービス・グリッド（ビジネス・グリッド）の利用が

促進されてきた．サービス・グリッドは，Webサー
ビス技術を基盤とし，アプリケーションやデータ，

その他グリッドを実現する機能群を全てWebサー
ビスとして表現することで，それらの統合的な利用

を可能にするアプローチである．サービス・グリッ

ドは，Webサービスを用いたサービス指向アーキ
テクチャ（Service Oriented Architecture：SOA）
を採用しており，データ記述言語としてXML（eX-
tensible Markup Language），インタフェース記
述形式としてWSDL（Web Services Description
Language），サービス間のメッセージ記述形式と
して SOAP（Simple Object Access Protocol）を
用いている．そのため，センサ・ネットワークでの

サービス・グリッドの利用を考えると，センサか

ら観測されるデータを，ネットワーク間のアプリ

ケーションで統一的に利用するための標準データ

フォーマットを定義する必要がある．一方で近年，

Webの世界で情報配信の新たなデータフォーマッ
トとして，XMLを利用した RSS（Really Simple
Syndication, RDF Site Summary）が用いられる
ようになった．RSSはブログやニュースサイトを
中心とし利用されはじめ，現在ではHTMLやテキ
スト情報のみならず，音楽，動画配信といったマ

ルチメディア・コンテンツの配信にも利用されて

いる．

そこで，本研究では，センサ・ネットワークの新

たなプラットフォームとして，グリッドの有する

相互認証と RSSによる標準データフォーマットを
利用した情報配信システム，MARS（Mutual Au-
thentication RSS，相互認証を基盤とする未来型
RSS配信システム）を開発する．グリッドの相互

認証基盤を利用することで，複数組織間にまたがる

データ配信や個々人のプライベートにまで至るデー

タをセキュアかつ透過的に扱うことが可能となる．

また，センサ・アプリケーションの開発・利用の際

に定義するデータフォーマットに，既存の RSSを
利用することで，データを統一的かつ容易にアプ

リケーション開発が行えることが期待できる．

以降より，提案システムである相互認証を基盤

とする RSS配信について述べる．

2 相互認証を基盤とする

RSS配信システム

2.1 MARSの利用形態

MARSの利用形態を Fig. 1に示す．MARSで
は現実世界に存在する情報を，各種センサで観測

を行い情報配信を行う．センサ情報を提供する側

と享受する側はグリッド環境上に存在し，セキュ

アに情報配信が行われる．そのため，Fig. 1にも
あるように，ユーザによって利用できるリソース

が異なる．これは，今後のセンサ・ネットワーク

の利用形態を想定し，リソースやユーザごとに権

限の認可を必要とするためである

Fig. 1 MARSの利用形態

次節より，Fig. 1に示すMARSの利用形態を実
現するための，グリッドの相互認証とRSSデータ
フォーマットについて述べる．

2.2 グリッド

2.2.1 グリッドの概要

近年のハードウェアにおける技術革新により，多

くの機関で大規模な計算資源を保有できるように

なった．しかし，大規模計算の要求は尽きること

がなく，複数の計算機やデータセンタ，希少な観測



機器を高速なネットワークで接続することで，莫

大な計算資源や情報資源を得ようというニーズが

生じている．このニーズを受けて開発された技術

がグリッドである．

グリッドとは通常，電力網を意味する言葉であ

り，現在では電気を使う際，その電気がどこでど

のように発電され，どんな経路を経て家庭まで供

給されているかを気にする人はいない．同じよう

にコンピューティング資源として計算資源や情報

資源も，自由に簡単に，いつでもどこでも必要な

だけ使えるようにしたい，というコンセプトのも

とグリッド・コンピューティングが生まれた．

グリッド・コンピューティングをより技術的な観

点から観た場合，地理的・組織的に広範囲に分散し

た様々な種類のCPU，メモリ，ストレージ，情報，
その他の資源を仮想的に連携させ，ユーザの需要

と提供者のポリシーに応じて動的に共有し，それ

らを協調的に動作させ，問題を処理させるための

技術基盤である．

グリッドの利用形態としては，構造解析やバイ

オ・インフォマティクス，数値シミュレーションな

ど，大規模リソースを利用した科学技術計算分野

での利用形態が主であった 2, 3) ．グリッドを実現

するための，ツールやミドルウェア等も盛んに研

究・開発されている 4, 5) ．グリッドのアプリケー

ションやサービスは，科学技術計算分野を中心に

利用されてきたが，全てのアプリケーションとサー

ビスは，グリッドの有する認証基盤の上で利用さ

れる．本研究では，グリッド上で標準ツールとし

て利用されている，Globus Toolkit6) （バージョ

ン 4.0）を用いる．Globus Toolkitは，グリッドの
認証基盤を提供し，様々な有益なライブラリ群を

提供し，デファクト・スタンダードとして利用さ

れている．

2.2.2 認証局を用いた相互認証基盤

グリッド上でのアプリケーション実行の一般的

な流れを Fig. 2に示す．一般的には，ジョブを実
行させたいエンドユーザ，広域ネットワーク上に

分散するリソースを保持するサーバ（複数ノード

からなる PCクラスタシステム構成），第 3者認
証局（CA：Certificate Authority），の 3構成とな
る．グリッド上での相互認証は，公開鍵証明書に

基づく X.509電子署名を用いる．エンドユーザは
あらかじめ用意した秘密鍵と公開鍵の対からなる

ユーザ証明書のうち，公開鍵を第 3者認証局に署
名してもらう．同様に，サーバ側のホスト証明書

の公開鍵を第 3者認証局に署名してもらう．これ
により，ユーザとサーバが同一の第 3者認証局を
信頼したこととなる．その後，ユーザは第 3者認
証局に署名してもらったユーザ証明書から，サー

バとの暗号化に用いる一時的（通常，12時間の有
効期間が設定される）なプロキシ証明書を生成す

る．ユーザはこのプロキシ証明書を用いて，サー

バとの公開鍵暗号方式によるセキュアな通信を行

う．サーバは「自身の信頼する第 3者認証局が信
頼した正規のユーザからのリクエストである」と

判断し，ユーザは「自身の信頼する第 3者認証局
が信頼した正規のサーバである」と判断し，両者

間で相互認証が行われる．

また通常のWeb上でのベーシック認証では，サ
イトごとにパスワードが必要となり，利便性に乏

しい．しかしながら，グリッド上では，プロキシ

証明書を用いて，一度認証を行うと組織間をまた

いだ SSOが前提となっている．これは，Fig. 2に
も示すように，サイト.A やサイト.B も同一の第
3者認証局から署名を受けているためである．そ
して，サイト.Bからサイト.Cへのジョブの委譲が
なされているように，グリッド上ではユーザの権

限（プロキシ証明書）を委譲する機構（Credential
Delegation）が備わっている．

Fig. 2 グリッド上でのアプリケーション実行の

流れ

第 3者認証局は通常，以下に示すように複数存
在するが，現在では特に simpleCAを用いた認証
局が広く構築・運営されている．

• Globus CA：



Globus Alliance7) が運営をする．メールで申

請し, 発行までに約 2日かかる．
• simpleCA：

OpenSSL ベースの CA 構築パッケージ．

Globus Toolkitと共に提供される．
• OpenSSL：
広く普及しているオープンソースの CA構築
パッケージ．

• Commercial CA：
ベンダーによる商業用の CAサービス．

2.2.3 Open Grid Services Architecture

ビジネス分野におけるグリッドの利用促進を目

的として，OGSA（Open Grid Services Architec-
ture）8) が提案された．OGSAは，Webサービス
を用いたサービス指向アーキテクチャを採用して

おり，データ記述言語としてXML，インタフェー
ス記述形式としてWSDL，サービス間のメッセー
ジ記述形式として SOAPに代表されるWebサー
ビス技術群をグリッド技術の基盤としている．そ

して，Webサービスの連携によってグリッドで利
用可能なシステムを構築することを目標としてい

る．グリッド上で開発・提供される数多くのアプリ

ケーションは，今後全てがWebサービスのインタ
フェースを有するようになることが期待でき，そ

れらをコンポーネントとして組み合わせるという

開発スタイルが，今後重要になると考えられる．

OGSAにより，これまでは科学技術計算を中心
に発展してきたグリッド技術が，今後ビジネス分

野において高く注目されることが期待できる．本

研究においても，この OGSAに準ずるWebサー
ビス同士がデータ配信を行うことを目指す．

2.2.4 WS-Resource Frameworkと
WS-Notification

OGSAは，WS-Resource Framework（WSRF）
9) とWS-Notification（WSN）10) の 2つの仕様
に代表される Web サービス技術を基盤としてい
る．以下にそれぞれのWebサービス技術について
述べる．

• WS-Resource Framework：
WSRF は，Web サービスに状態を有するリ
ソースを導入するための仕様である．リソー

スはリソースプロパティのセットにより構成

される．WSRFにより，サービス実行中の動
的な状態変化を表現することが可能になる．

• WS-Notification：
WSRFにより状態を有するリソースを導入し
たWebサービスにおいて，状態変化を扱う操
作は非常に重要である．WSNは状態変化によ
り駆動する登録型の非同期メッセージ通知の

枠組みである．

2.3 メッセージ通知によるプッシュ型RSS配信

状態を保持するWSRFと，状態変化を通知する
WSNにより，グリッド上のWebサービスで効率的
に RSS配信を行うことを考える．メッセージ通知
によるプッシュ型RSS配信を Fig. 3に示す．Web
サービスクライアントはあらかじめ，リソースプロ

パティを保持するWebサービスに対して，通知予
約（subscribe）を行う．その後，センサ情報が更
新され新たなRSSが生成されると，その旨をWeb
サービスクライアントに通知（notify）する．

Fig. 3 メッセージ通知によるプッシュ型RSS配信

Web上で用いられる通常のプル型RSS配信とは
異なり，WSRFとWSNによるメッセージ通知で
は，リソース提供側がリソース要求側に情報更新

の通知を行うプッシュ型の配信形態となる．プッ

シュ型配信はプル型配信に比べ，リアルタイム性が

高く，特に本研究で対象とするようなセンサ・ネッ

トワークでの利用価値は高いものと考える．

2.4 代理発行サーバMyProxy

MARSが想定する一般のエンドユーザは，グリッ
ドやGlobus Toolkitといった専門知識を持たない
ユーザであり，MARSはエンドユーザ側からの処
理を全てWeb上（Webブラウザ）で行う．そのた
め，前述のプロキシ証明書や権限の委譲といったグ

リッド特有の機構は，サポートされていない．プロ

キシ証明書を用いた認証を行うためには，あらかじ

め作成したプロキシ証明書を，Webを介してサー



バ側に委譲する必要がある．Globus Toolkitを用
いたプロキシ証明書の委譲として，MyProxy11) が

実装されている．MyProxyを用いたグリッド上で
のアプリケーション実行の流れを Fig. 4に示す．

Fig. 4 MyProxyを用いたグリッド上でのアプリ
ケーション実行の流れ

Fig. 4において，MyProxyサーバは任意の場所
にあり，エンドユーザのプロキシ証明書を保持して

いる．Globus Toolkitが完備されたポータルサー
バは，エンドユーザからのリクエスト（ユーザ名と

パスフレーズ）を基に，myproxy-get-delegationコ
マンドにより，MyProxyサーバからエンドユーザ
のプロキシ証明書をセキュアに取得する．その際エ

ンドユーザが利用するパスフレーズは，MyProxy
のレポジトリにプロキシ証明書を登録する際に作

成する一時的なキーとなっている．そして，取得

したエンドユーザのプロキシ証明書を委譲するこ

とで，グリッドアプリケーションを提供するサー

バとの認証を行う．

MyProxyを用いることで，エンドユーザは専門
的な知識や環境（Globus Toolkit環境）を用意す
る必要がなく，グリッドの有する相互認証と権限

の委譲，グリッドアプリケーションをWeb上で実
行することができる．

2.5 RSSによるデータフォーマットの定義

2.5.1 スキーマの定義

Fig. 3で示したように，WSRFとWSNのメッ
セージ通知によるプッシュ型RSS配信を行うため
には，リソース提供側と要求側でのWebサービス
間で，互いに統一的に扱えるデータフォーマット

を定義する必要がある．通常のWebサービスでは，
データフォーマットの定義を，Webサービス開発
者がサービスごとに独自のスキーマを定義して行

う．しかしながら，独自にスキーマを定義する場

合，汎用性と拡張性に欠けたり，サービスごとに

スキーマを定義する多大な労力がかかるなど問題

が生じる．

そこで MARS では，データのスキーマ定義に
RSS（Really Simple Syndication）フォーマット
をベースにしたXML Schemaを利用することを考
える．

2.5.2 Really Simple Syndication

RSSは，Webサイトの見出しや要約などのメタ
データを，構造化して記述する XML形式の標準
フォーマットであり，主にWebサイトの更新情報
を効率的に伝えるためのデータフォーマットとし

て利用されてきた．XML形式の標準フォーマット
であることから，ソフトウェア的に統一的かつ簡

易に扱うことが可能であり，閲覧用のRSSリーダ・
アプリケーションやWebサイト間の連携に用いら
れてきた．現在までに RSSは，主に以下に示す 2
つの仕様が存在する．

• RSS 0.90, 1.0：
1999年にNetscape Communicationが自社の
ポータルサイトにおいて，「チャンネル」の詳

細を記すために策定したRDF（Resource De-
scription Framework）がベースとなっている
RSS（RDF Site Summary）．

• RSS 2.0（0.91～0.94, 2.0）：
1997 年に UserLand Software により，RDF
の構文とは異なる RSS 0.91（Rich Site Sum-
mary）が開発された．その後，RSS 0.91を拡
張し後方互換性を持つ RSS 2.0（Really Sim-
ple Syndication）が開発された．

MARS では，RSS データフォーマットとして，
RSS 2.0を用いる．

2.5.3 RSSによるデータフォーマット

XML 形式の標準フォーマットである RSS は，
Fig. 5に示すような構造を持つ．channel要素には，
title（チャンネル名），link（チャンネルのURL），
description（チャンネルの説明）の要素が必須と
なる．その他のオプション要素として，language
（チャンネル記述言語），copyright（著作権の表記），
pubDate（発行日），lastBuildDate（更新日）など
の要素がある．channnel要素の子要素として，通
常は複数 item要素がある．item要素には，title，
description，pubDate，permaLinkなどがある．



Fig. 5 RSSデータフォーマットの例

MARSでは，グリッド上のWebサービスのデー
タスキーマとして，この RSSデータフォーマット
をベースに XML Schemaで定義する．
以上より，グリッドの相互認証を基盤とし，メッ

セージ通知機構によりRSSを配信することで，セ
キュアかつ透過的，効率的にセンサ・データを配信

することができる．また，グリッド上のWebサー
ビスのデータフォーマットにRSSを利用すること
で，汎用的にセンサ・アプリケーションを開発す

ることができ，開発者の労力を軽減することが期

待できる．

3 MARSの概要

MARSのシステム概要を Fig. 6に示す．MARS
は主に，エンドーユーザのポータルとなるポー

タルサーバ，プロキシ証明書のレポジトリとなる

MyProxyサーバ，RSSを配信する複数のRSSサー
バから構成され，各サーバにはGlobus Toolkitに
よるグリッド環境が構築されている．そのため，複

数の RSSサーバがネットワーク上に地理的・組織
的に分散していたとしても，同一のグリッド環境

として存在することとなる．

次節より，MARSの処理の流れと各ユーザの役
割，機能および設計について述べる．

3.1 処理の流れとユーザの役割

MARSの処理の流れを以下に示す．

Fig. 6 MARSのシステム概要

1. プロキシ証明書のキー入力：
エンドユーザは，Webブラウザを通じてポータ
ルサーバに接続し，あらかじめMyProxyサー
バに登録しているプロキシ証明書のキーを入

力する．

2. MyProxyからのプロキシ証明書の取得：
ポータルサーバは，要求のあったエンドユー

ザのプロキシ証明書を，MyProxyサーバから
取得する．

3. プロキシ証明書の委譲と通知予約：
ポータルサーバは，エンドユーザのプロキシ

証明書をRSSサーバに対して委譲する．その
際，RSSサーバはエンドユーザのプロキシ証
明書から，エンドユーザの認証を行い，要求

のあったRSSデータに対して，エンドユーザ
が認可されているかを判断する．そして，要

求するリソースに対して通知予約（subscribe）
を行う．

4. RSSデータの生成と通知：
RSSサーバは，定期的に更新されるセンサ情報
からRSSデータを生成する．新たにRSSが生
成されると，通知予約をしていたポータルサー

バのWebサービスに対して，通知（notify）を
行い RSSデータの転送を行う．

5. RSSデータの提示：
必要に応じて，Webサービスクライアントは
RSSデータの加工を行いエンドユーザに提示
する．

Fig. 6において，以下に示す各ユーザがMARS
に関わることとなる．



• センサ管理者
• エンドユーザ
• ポータルサーバ管理者
• MyProxyサーバ管理者
• 第 3者認証局管理者
• RSSサーバ管理者

通常，ある１つのセンサの管理者はエンドユーザ

にもなりえる．そのセンサ情報を扱えるエンドユー

ザを，センサ管理者が認可することとなる．RSS
サーバは各地に分散することが想定され，１つの

RSSサーバに複数のセンサ情報が登録されること
も想定される．ポータルサーバ，MyProxyサーバ，
第 3者認証局はMARSの提供する枠組み上で，各
管理者が運営することとなる．

3.2 機能および設計

3.2.1 プロキシ証明書の委譲

ポータルサーバから取得したエンドユーザのプ

ロキシ証明書を，エンドユーザが指定するセンサ・

リソースを保持する RSS サーバへ委譲するWeb
サービスを構築する．委譲を行う Web サービス
を，コンポーネント化し，Webサービス開発者に
提供する．

3.2.2 Webサービスによるメッセージ通知

ポータルサーバと RSSサーバ間で，メッセージ
通知による RSS配信を行うためのWebサービス
を構築する．エンドユーザの指定するセンサ・リ

ソースに対するメッセージ通知予約と，センサ・リ

ソースがポータルサーバ側のWebサービスに状態
変化を通知する，2つの機能である．

RSS サーバ側のWeb サービスは，主にセンサ
管理者が開発する必要があり，ポータルサーバ側

のWebサービスは，センサ管理者もしくはエンド
ユーザが開発する．Webサービス開発の負荷を軽
減させるための，統一データフォーマットとして

RSSフォーマットをベースとしたXML Schemaを
提供する．

3.2.3 センサ情報からRSSデータへの変換

センサから観測したデータを，RSSデータに変
換する必要する．センサ情報からRSSデータを生
成するプログラムは，各センサの管理者が作成す

る必要がある．

3.2.4 エンドユーザの認証とリソースへの認可

プロキシ証明書には，そのエンドユーザの所属

や署名された CAの情報が記述されている．RSS
サーバは，ポータルサーバから委譲されたプロキシ

証明書が，自信が信頼するCAが信頼（署名）した
プロキシ証明書であるかを認証する．その後，エン

ドユーザが指定したセンサ・リソースに対して，セ

ンサ管理者（RSSサーバ上のローカルユーザ）が認
可しているかを，Fig. 7に示すように grid-mapfile
を用いて権限認可のマッピングを確認する．

Fig. 7 grid-mapfileを用いた権限マッピング

4 まとめと今後の課題

本稿では，今後ますますの発展が想定されるセ

ンサ・ネットワークの新たなプラットフォームと

して，グリッドの有する相互認証とRSSによる標
準データフォーマットを利用した情報配信システ

ム，MARS（Mutual Authentication RSS，相互認
証を基盤とする未来型RSS配信システム）の開発
について述べた．

MARSはグリッドの相互認証を基盤とすること
で，相互認証や強固な通信の暗号化，組織間をまた

いだ SSO，エンドユーザごとにリソースへの権限
を認可する仕組みを実現し，センサ情報をセキュア

かつ透過的に配信することができる．そして，Web
サービスを基盤とするサービス・グリッドの仕様

のうち，WSRFとWSNに基づくメッセージ通知
によるプッシュ型 RSS配信により，効果的なセン
サ・リソースの配信を実現する．また，Webサー
ビス間のデータフォーマットとして，RSSフォー
マットを利用することで，Webサービス間で統一
的にかつ容易にセンサ・リソースの利用が期待で

きる．

今後の課題としては，以下の事項が挙げられる．

• システムの実装：
Globus Toolkit を用いたシステムの実装と，
RSSデータフォーマットの XML Schemaの
設計を行う．



• 多種多様なセンサの利用：
より多くのセンサを用いた評価実験を行う．例

えば人体情報（脈や心拍数，血圧など）や在

籍情報（位置情報）といった，よりプライベー

トな情報をセンスすることを考える．

• キラー・アプリの創生：
MARSのセンサ・プラットフォームを利用す
ることで，今までになかった新たな有益なサー

ビスを創生する．

謝辞：MARSは，独立行政法人情報処理推進機
構（IPA）の 2006年度未踏ソフトウェア創造事業
「未踏ユース」からの援助を受けて開発を行なって

いる．
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